
建設現場の遠隔臨場に関する試行要領 

 
（趣旨）  
第１条 この要領は、香川県土木部が発注する公共工事の現場において、「建

設現場の遠隔臨場」を試行するために、必要な事項を定めるものである。  
 
（目的）  
第２条 公共工事の建設現場において、「段階確認」、「材料確認」、「立会」ま

たは「検査」を必要とする作業に遠隔臨場を適用することにより、受発注

者の作業効率の向上と契約の適正な履行を図ることを目的とする。  
 
（適用の範囲）  
第３条 本要領は、所定の性能を有する遠隔臨場の機器を用いて、「土木工

事共通仕様書」に定める「段階確認」、「材料確認」、「立会」または「検

査」を実施する場合に適用する。  
 
（対象工事）  
第４条 遠隔臨場が実施可能な通信環境の確保が可能であり、段階確認、材  

料確認、立会または検査を映像で確認可能な土木部が所管する全ての工事

において、受注者からの申し出により、建設現場の遠隔臨場技術を活用す

る工事及び特記仕様書等で別途定める工事を対象とする。  
２ 前項のうち検査とは、出来ばえを現地確認する必要がある工事の竣工検

査を除く全ての検査を対象とする。  
 
（施工計画書）  
第５条 受注者は、遠隔臨場の実施にあたり、施工計画書に次の事項を記載

し、工事監督員の確認を受けなければならない。  
（１）適用種別  
（２）使用機器と仕様  
（３）実施方法  

 

（費用負担） 

第６条 本試行を実施するために必要な費用については、別に定める。 

 

（工事成績評定） 

第７条 施工計画書に記載した全ての項目で遠隔臨場を実施した工事につい

ては、工事成績評定の創意工夫の項目で評価する。ただし、工事監督員が

協議等で現場を訪れた際に遠隔臨場予定項目を確認した場合は遠隔臨場と

して実施したものとする。  

 



（アンケート調査の実施） 

第８条 発注者がアンケート調査を行う場合、受注者はそれに協力するこ

と。 

 

（その他） 

第９条 本要領に定めのない事項については、受発注者間において協議の

うえ、運用することとする。 

 

附 則 この要領は、令和３年２月 17 日から施行する。 

附 則 この要領は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 この要領は、令和５年３月１日から施行する。 

附 則 この要領は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 この要領は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則 この要領は、令和７年４月１日から施行する。 

 


